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＜対策のポイント＞ 

○ 基準となる数量を考えさせるために、単位量当たりの意味を日常生活と結びつけて捉

えさせる工夫をしましょう。 

○ 母数が違う２つの集団を比べるときに、単位量当たりの数を用いる事を理解させまし

ょう。 

○ グラフや数量から分かることを読み取る場面を設定するとともに、読み取ったことを

友達と話し合う活動を取り入れるなど、理解を深める工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校算数①】 

複数の資料が示す意味を理解させ、資料から分かることを 

読み取らせよう 

対策  

① ２つの数量から分かることを読み取り、説明する場面を設定しましょう。 

② 複数のグラフを基に比べるために、何に注目するかを考えさせましょう。 

 

実態  

○ 設問２(3)は、右の二つのグラフを基に、 

一人あたりの水の使用量の変化について分 

かることを選択肢から選び、その理由を記 

述する問題でした。正答率は 51.8％（全 

国比－０.３ポイント）と低かったです。 

正答の中にも「単位量当たり」の考え方 

が十分に記述されていないものが多く、単 

位量あたりの理解が不十分である実態が分 

かります。 
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(一人当たりの読んだ本の冊数)＝(クラス全体の冊数)÷(クラスの人数) 

しんじ君の学校では、夏休みにクラス全体で 

何冊の本を読んだか調査しました。６年生は右 

の表のような結果になりました。 

図書委員会では、一番たくさん本を読んだク 

ラスを表彰しようと考えました。 

取組例 たくさん本を読んだクラスを考えよう。（６年） 

  「学校生活で気になること」についての報告書を作成するために、前時までに調べたことを整理

し、必要な事柄を取捨選択して自分の考えを明確にする実践です。 

 

１ ２つの数量から分かることを読み取り、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 発展課題にも取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

・ 複数の数量を関連付けながら捉えて、分かることを読み取り、説明できるようになることが 

大切です。 

クラス １組 ２組 ３組 ４組 

冊数(冊) １３０ １１０ １３０  

人数(人) ３０ ３０ ２８ （ア） 

冊数だけに注目しないで、いろいろな考え方をしてみよう。 

３組は、２組よりも人数が

少ないのに、２組よりもたく

さん本を読んでいるね。 

１組と２組では、クラス全体で

１組の方が多く読んでいるよ。 

 

１組と３組は、クラス全体で同じ冊数

だから、どちらも表彰しよう。 

でも、３組の方が人数が少ない

のに、同じでいいのかな。 

 

１組と３組は、クラス全体で読んだ本の冊数は同じだけど、人数が少ない分、

３組の方が一人当たりたくさん本を読んだと考えられます。 

それから考えると、１組から３組の中では３組を表彰するべきだと思います。 

クラスの人数が違うのに、クラス全体の冊数だけで判断してはいけないね。 

４組は、全員で (ア) 人います。 

夏休みにクラス全体で１３０冊の 

本を読みました。 

（ア）に入る数がいくつだと、 

４組が表彰されるでしょう。 

また、その理由もいいましょう。 
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学年全体で読んだ本の冊数 (冊) 
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他の学年について学年全体で本を何冊読んだかを調べると、次のグラフのような結果に

なりました。 

 

 

 

２ ２つのグラフから分かることを読み取り、説明する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つのグラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて、

一人当たりの読書量を求めて比べましょう。 

本を読む  

で分類しました。 
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学年全体の人数 (人) 
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どの学年が、一人当たりたくさん本を読んだといえるか、理由を

考えながら比べてみましょう。 

５年生と６年生

は、読んだ本の冊

数が同じだから、

比べやすいよ。 

４年生と６年生や３年生と

５年生は、それぞれ人数が同

じだから、比べることができ

るのではないかなぁ。 

１年生から４年生まで

は、読んだ本の冊数が同じ

だから、比べやすいわね。 

人数や冊数がはっきり分かれば、一人当たりに読んだ本の冊数がはっきり

分かって、全体で比べられるようになるね。 
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＜対策のポイント＞ 
○ 多様な図形の求め方を試行錯誤できる場面を設定しましょう。 

 ・ 身の回りにあるものの形を図形として提示するなど、児童が意欲的に取

り組める課題を設定しましょう。 

 ・ 大きく図示したり、既習の図形を掲示したりして視覚的に示しましょう。 

○ 面積の求め方について説明させる場面を設定しましよう。 

 ・ 図形と式とを関連付け、筋道を立てて考察できるようにしましょう。 

 ・ 友達に説明する活動を通して、理解を深めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校算数②】 

図形と式とを関連づけて説明する活動を通して、 

図形についての理解を深めさせよう 

実態  

○ 右の図１に示された面積を求める場面で、 

図形の面積の求め方を解釈し、求め方の説明 

を記述する設問において、児童の正答率が 

44.3％（全国比－0.4 ポイント）と低くなっ 

ています。 

○ 図形の面積を求めることができていても、演算が何を表しているかを説明でき 

ない回答が多くなっています。 

対策  

① いくつかの図形を組み合わせた図形から、面積の公式を理解している図形 

を見付ける場面を設定しましょう。 

② 図形と式とを関連付け、面積の求め方について説明する場面を設定しましょ

う。 
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取組例 図形と式を関連付け、説明しよう。（５年） 

  複数の図形を組み合わせた図形から、面積の公式を知っている図形を見いだし、面積

の求め方について説明することができるようにする実践です。 

 

  

左の形の面積を求めてみましょう。 

 

 

１ どのように考えれば面積を求めることができるか考えよう。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 面積の求め方を説明しよう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の構成についての見方を働かせ、面積の公式を知っている図形を見いだす

ことができるようにすることが大切です。 

〇長方形と三角形を見付ける。 〇台形２つを見付ける。 

見いだした図形の性質や構成

要素に着目し、面積の求め方を式

に表して、図形と式とを関連付け

て説明することができるように

することが大切です。 
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３ 示された図形の面積の求め方を解釈し説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

＜参考＞平成 3１年度（令和元年度）授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研

究センター） 

図形の構成についての見方を働かせ、図形を捉えることができるようにするため

に、図を基に式に表したり、図と関連付けて式を解釈したりする活動を様々な学

年で行うことが大切です。 

式は計算の結果を求めるための手段だけでなく、思考の筋道を表現する

手段としても用いられます。数や演算に着目して、既習の面積の求積公式

を基に、図形をどのように捉えたのかを説明することができるようにする

ことが大切です。 

 

５×４＝２０ 

４×２÷２＝４ 

２０－４＝１６ 

この３つの式を 

１つの式で表す 

こともできます。 
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実態 
わり算について、「わられる数」、「わる数」、  

「商」の３つの言葉をもとにまとめましょう。  

 

 

 
 
○ 上記の設問３(2)「計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関しても成

り立つ性質を記述する」の正答率が３０．４％（全国比－0.7 ポイント）と低く

なっています。 

○ また、除法のまとめを活用して、６００÷１５を工夫して計算する問題につい

て、割る数と割られる数を同じ数で割ったりかけたりできていない傾向があるこ

とが、愛知県の解答類型から明らかになっています。 

 

対策 

① 既習事項を基に、計算の性質を見いださせ、算数の用語で説明する活動を設

定しましょう。 

② 見付けた性質を活用して能率的に計算する機会をもち、その良さを実感させ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜対策のポイント＞ 
○ 計算の性質を見いだして表現させるようにしましょう。 

 ・ 気づいたことを発表する活動では、「差」「商」など、算数の用語を使って表現するよ

うにしましょう。 

 ・ 性質を考えるための教師のきっかけの発問を大切にしましょう。 

○ 性質を他の計算にも活用し、定着を図るとともに、良さを実感させましょう。 

 ・ 見いだした計算の性質を使って、類似の問題を解く機会を設定しましょう。 

 ・ 計算を工夫して能率的に行う経験を重ねることで、数学的な考え方を育成するように

しましょう。 

 

 

 

【小学校算数③】 

計算で成り立つ性質を見いだして表現し、活用 

する活動を取り入れよう 
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取組例 かんたんに計算できる方法を発見して、計算名人になろう！（中学年） 

  「わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数とわる数を同じ数でわっても、商は 

変わらない」という計算の性質を見いだし、この性質を用いて能率的に計算する実践です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比べて気付いたことはありますか。 

① 既習事項を基に、問いをもつ。 

教師：これらの式で気付いたことがあれば教えてください。 

わられる数とわる数に、10 や 100 以外

の数をかけたりわったりした場合でも、

商は４になるのかな。 

８÷２ と ８０÷２０、８÷２ と ８００÷２００について、調べてみましょう。 

わられる数とわる数を 10 倍や 100 倍にしても、わられる数とわる数を 10 や 100 でわっても、答えは４です。 

わり算の答えのことを、算数の用語で「商」といいましたね。言い換えてみましょう。 

わられる数とわる数を 10 倍や 100 倍しても、わられる数とわる数を 10 や 100 でわっても、商は 4 です。 

見いだした計算の性質について、「ほかの数値の場合でも成り立つ

のか」といった問いをもつことができるようにすることが大切です。最

初は場合により教師により道筋を示しながら、徐々に数学的な思考

のプロセスを身に付けていくことが大切です。 

気付いたことを発表し合う中で、算数の

用語を用いながら表現し、計算の性質

を見いだすことが大切です。 

性質を考えるための教師のきっかけの

発問を、下線部で表しています。 
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わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数とわる数を同じ数でわっても、商は 4 です。 

商が 4 になる式以外でも、同じようなきまりは成り立つのかな。 

② わられる数とわる数に，10 や 100 以外の同じ数をかけたりわったりした場合でも、商は 4 になるかどうかを調べる。 

いろいろな数字でかけたり割ったりした場合でも、商は４になるかどうかを調べてみましょう。 

③ 見つけたきまりがほかの商の場合でも成り立つかどうかを調べる。 

どの数でも当てはまるようにまとめると、どのようになりますか。 

わり算では、わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数とわる数を同じ数でわっても、商は変わりません。 

④ 見つけたきまりを活用し、計算を能率的にすることができるというよさに気付く。 

６００÷１５を計算しましょう。どのように考えましたか。 

適用する数の範囲を広げようとすることが大切です。さらに、計算に関して成り立つ性質を見いだし、 

一般的に表現しようとする態度を育てることが大切です。 

活用した計算の性質を、言葉で表現する機会を設定することが大切です。数を多面的に見て、計算を能率的にするために工

夫できるようになることで、小数や分数の除法の計算などに活用されていきます。 

一般的に表現しようとする態度を育てることが大切です。 

＜参考＞平成 3１年度（令和元年度）授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 


